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令和 6年度予算見積調書(2月補正予算) 課室名:

説明事業

みどり自然課
担当名: 自然ふれあい担当

内線: 3156 (単位：千円)
会計

P14 自然公園満喫プロジェクト事業費 一般会
計

総務費 環境費
項

自然保護対策
費

自然公園等施設整備費
番号 事業名

事 業
期 間

昭和25年度～ 根 拠
法 令

自然公園法、県立自然公園条例

款

針路 10
分野施策 1003

１　事業の概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ
SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

6,15
6-6,15-2,15-4

　自然公園内の老朽化した施設の改修等を行い、利用者
の安全・利便を図る。
　また、自然公園での取り組みがＳＤＧｓに貢献してい
ることをＰＲするための施設整備を行う。

　イ　自然公園等修繕事業費　　　　△856千円
　ウ　自然公園施設等更新事業費　△4,444千円

（１）事業内容
  　ア　みんなの美の山魅力アッププロジェクト事業　　  9,000千円→ 9,000千円
　　　　利用者の増加を図るために企業や地域住民等と連携した公園の魅力アップに繋がる事業を実施する。
  　イ　自然公園施設等修繕事業費　　　　　　　　　　　6,920千円→ 6,064千円
　　　　既存施設の機能維持を中心として修繕等を行う。
  　ウ　自然公園施設等更新事業費　　　　　 　　　　　65,519千円→61,075千円
　　　　老朽化した施設のリニューアル工事や安全対策事業を行う。

（２）事業計画
　　　市町や住民等と連携し、ＰＲやイベントなどを活用した秩父地域の振興や活性化のための事業を進める。
　　　県が管理している自然公園施設については、順次計画的に整備を行う。
　　　・事業の目標：県民にＳＤＧｓが浸透することにより自然公園内での違法開発件数　ゼロ
　　　　　　　　　　施設管理瑕疵が原因の自然公園内での重大事故　ゼロ

（３）事業効果
　　　自然公園施設が自然や景観を楽しめる魅力にあふれ、また、快適かつ安全に利用できる施設として維持管理され
　　ることにより、多くの人々が利用する機会が増大し、自然保護に対する県民意識が醸成される。
　　　【活動指標(アウトプット)】桜再生事業／施設修繕／施設更新
　　　【成果指標(アウトカム)】施設管理瑕疵が原因の重大事故発生件数　ゼロ

（４）補正予算の概要
　　ア　経費節減による減　　　　　　　　　　　　　　　△856千円
　　イ　国費の内示が見込みを下回ったことによる減　　△4,444千円

２　事業主体及び負担区分
ア　（県55/100、国45/100）（対象事業に限る）
イ　（県10/10）（上記以外）

３　地方財政措置の状況
なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×0.7人＝6,650千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
補正後の
予算額国庫支出金 繰 入 金 県　債

決定額 △5,300 △2,000 △3,000

現計額 81,439 9,000 9,000 56,000 7,439

― 環境部 14 ―

豊かな自然と共生する社会の実現

△300 76,139

生物多様性の保全



 

事業名

単位事業名 予算額 △ 856千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 補正予算額 対前年度増減額

一般財源 △856 ―

合計 △856 ―

　
○歳出 （単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

旅費 △28 ― 経費節減による減

需用費 △633 ― 経費節減による修繕料の減

役務費 △195 ― 経費節減による手数料の減

合計 △856 ―

単位事業名 予算額 △ 4,444千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 補正予算額 対前年度増減額

国庫支出金・ △2,000 ― 自然環境整備交付金
環境費補助金 補助率　定額

　

主な内容

事業内訳書

自然公園満喫プロジェクト事業費

自然公園施設等修繕事業費

主な内容

主な内容

自然公園施設等更新事業費



 

 

単位事業名 予算額 △ 4,444千円

　
 （単位：千円）

款・節 補正予算額 対前年度増減額

県債・ △3,000 ― 県有施設整備事業債
総務債

一般財源 556 ―

合計 △4,444 ―

　
○歳出 （単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

委託料 △1,500 ― 国費の内示が見込みを下回ったことによる減

工事請負費 △2,944 ― 国費の内示が見込みを下回ったことによる減

合計 △4,444 ―

自然公園施設等更新事業費

主な内容

主な内容


